
三
月
三
日
の
雛
祭
り
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
宮
中

で
行
な
わ
れ
て
お
り
、
元
禄
期
以
降
急
速
に
庶
民
に
広

ま
っ
て
い
っ
た
。

当
初
の
雛
飾
り
は
簡
素
で
あ
っ
た
が
、
時
代
が
降
る
に

つ
れ
て
、人
形
は
も
ち
ろ
ん
、調
度
品
な
ど
も
次
第
に
華
美

に
な
っ
て
い
っ
た
。
京
生
ま
れ
の
雛
に
は
官
女
、
随
身
、

衛
士
、
江
戸
生
ま
れ
の
も
の
に
五
人
囃
が
あ
る
。

表
紙
絵（
一
八
六
一
年
作
）に
は
内
裏
雛
、
五
人
囃
、
魔
除

け
の
犬
張
子
な
ど
が
飾
ら
れ
、
江
戸
の
雛
祭
り
の
様
子

が
う
か
が
え
る
。

ま
た
菱
●
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
小
笠
原
氏
の
紋

「
三
蓋（
階
）菱
」に
因
ん
だ
小
笠
原
流
の
礼
式
か
ら
起
っ

た
、
と
い
う
の
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
図
で
は
菱
●
が
白

と
緑
の
二
色
の
●
で
五
段
重
ね
と
な
っ
て
い
る
。
桃
色
の

菱
●
が
加
わ
る
の
は
、
明
治
期
以
降
と
の
こ
と
で
あ
る
。

「
菱
●
は
十
二
一
重
の
襟
の
や
う
」

（『
狂
句
梅
柳
廿
編
』）

作
者
の
三
代
・
歌
川
豊
国（
一
七
八
六
＿
一
八
六
四
）

は
、
初
代
豊
国
の
築
き
上
げ
た
歌
川
派
を
実
質
的
に

継
承
し
、
き
わ
め
て
長
期
に
亘
っ
て
多
く
の
作
品
を
描
き

続
け
た
浮
世
絵
師
で
あ
る
。
文
政
年
間
頃
は「
五
渡
亭

国
貞
」
と
名
乗
っ
て
い
た
が
、
弘
化
元
年（
一
八
四
四
）

か
ら
師
の
豊
国
号
を
継
い
で
い
る
。
（
虎
屋
文
庫
所
蔵
）

三
代
・
歌
川
豊
国
作『
三
ツ
會
姫
ひ
●
な
遊
ひ
ノ
圖
』

表
紙
の
解
説
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野
菜
の
利
用
と
江
戸
時
代
の
食
生
活

江
原
　
絢
子（
東
京
家
政
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

（
二
）
村
々
の
野
菜
生
産
と
食
生
活

四
方
を
山
脈
に
阻
ま
れ
た
飛
騨
国（
現
在
の
岐
阜
）で
多
種
多
様

な
生
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
農
山
村
の
実
態
と
食
生
活

を
、
遺
さ
れ
て
い
た
史
料
か
ら
伝
え
る
。
野
菜
中
心
の
日
常
食

と
は
異
な
り
、
遠
国
か
ら
調
達
す
る
高
価
な
魚
介
類
を
主
役

と
し
た
儀
礼
食
が
村
や
村
外
の
人
々
、
親
類
縁
者
に
振
舞
わ

れ
、
家
の
格
を
維
持
し
強
固
な
人
間
関
係
を
重
視
し
た
、
日
本

の
農
業
社
会
の
特
徴
を
探
る
。

（
三
）
江
戸
庶
民
の
暮
ら
し
と
食
生
活
の
知
恵

江
戸
中
期
に
は
百
万
人
の
人
口
を
抱
え
た
江
戸
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
半
分
は
町
人（
庶
民
）で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
食
生
活
の
中
心

と
な
っ
た
野
菜
類
は
、
季
節
の
各
種
野
菜
の
煮
物
と
、
大
根
を

中
心
と
し
た
漬
物
類
と
豆
腐
の
煮
物
や
汁
物
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。
こ
れ
ら
は
落
語
や
滑
稽
本
な
ど
か
ら
う
か
が
わ
れ
、
経
済

面
で
は
ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
で
あ
っ
た
も
の
の
、
食
生
活
の
中
に

楽
し
み
を
見
つ
け
出
す
江
戸
庶
民
の
た
く
ま
し
さ
が
感
じ
ら

れ
る
。

麺
類
で
は
じ
ま
る
わ
が
国
の
粉
食
史

伊
藤
　
汎（
寺
方
蕎
麦
銀
座
長
浦
当
主
）

（
四
）
麺
類
史
論
の
岐
路

禅
林
に
伝
え
ら
れ
た
麺
類
は
、
そ
の
後
、
次
第
に
禅
林
か
ら
出

て
一
般
大
衆
化
し
て
い
く
。
こ
の
大
衆
化
は
、
禅
林
で
つ
く
ら

れ
た
製
麺
法
や
名
称
、
食
事
法
な
ど
の
決
ま
り
ご
と
を
、
全
く

無
頓
着
に
し
て
広
が
り
変
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
広
が
り
と
変
化

の
道
筋
を
、
当
時
の
日
記
史
料
を
中
心
に
整
理
し
て
い
く
。

（
五
）
永
禄
年
間
に
定
ま
る
現
代
麺
類

十
六
世
紀
中
葉
の
永
禄
・
元
亀
・
天
正
の
ほ
ぼ
十
六
年
間
は
、

麺
の
製
法
が
引
き
伸
ば
し
法
か
ら
切
断
法
へ
、
乾
麺
か
ら
生
麺

へ
、
素
麺
屋
か
ら
切
麺
き
り
む
ぎ

屋
へ
と
入
れ
代
わ
る
急
変
期
と
位
置
づ

け
ら
れ
る
。
そ
し
て
油
不
入
素
麺
は
複
雑
化
し
な
が
ら
大
衆

化
し
て
い
く
が
、
そ
う
し
た
過
程
の
中
で
、
禅
林
の
製
麺
法

や
禅
僧
が
名
付
け
た
麺
が
誤
伝
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
後
世
の
麺

類
史
家
を
迷
路
に
追
い
込
む
こ
と
に
な
る
。
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